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 １．湯川記念館史料室開設縁起

二十世紀前半は現/代物理学のSturm-und-DrangZeitであった。そのＨｅｒｏたち，老いた“Werther，,

や“KarlMohr,，の証言を記録にとどめようという気運は，６０年代後半から目立ち始めたように思われ

る。６７年５月１８～１９日，翌々年の同月同日と２回にわたってBrooklineでもたれたｆｒｅｅな座談会

形式の核物理学の誕生と成長を語る集り})７７年５月Minnesotaにおける30年代核物理学回顧のsym-

posium2)，７９年９月のArgonneのZGSをshutdownした際のSymposium’等々。われわれも日
本物理学会創立百年を迎え(1977)，この国における物理学の定着と発展をふりかえる機会をもった:)湯
川記念館史料室（YukawaHallArchivalLibrary，ＹＨＡＬ)の開設もこの潮流の中にあった。

史料室をつくる話が公式の場で始めて上ったのは，日米科学協力研究(USJCPrOject):“ParticlePhys‐

icsinJapan，１９３０－５０”（７８年８月－７９年７月）5)の第１回日米合同研究会の３日目（７８年9月
１４日），FutureProgramのsessionにおいてである（表１）。このときＵS側出席者,Northwestem

大学のＬＭＢｒｏｗｎ教授から，中間子論の提唱発展に関する日本側資料の収集保存が，それらの英訳も

併せて,強く要望された｡席上日本側の対応は積極的なものではなかった｡(研究上の問題に関する)往復書

簡の保存についての東西の習'償のちがいの指摘，財源の問題の悲観的観測，等々，まったくbureaucraticに

「努力する」で終った。しかし合同研究会後，基研周辺のこのprOjectの関係者たちは次のような考えに

次第に傾いていった：これまでの中間子論の歴史は創設者たちの解説・回想記が専らであった。それらは

英雄讃にも似た生々の感動を与える一方，その性格上日時の齪嬬や資料の裏付を欠くなど，scientific

archivesとしての完壁を望めない。物理学の現代史の史料が,ＡＩＰのCenterforHistoryofPhysics

に，Berkeleyの５０万通にのぼる研究者間の往復書簡のcollectionに,,CopenhagenのNielsBohrArchive

に，ＣＥＲＮのPauliLetterCoUectionに，収集保存されているとき，現代物理学へのこの国の独創的な

寄与に関する史料も，散逸前に収集され伝承されるべきであり，このprOjectはその実現に一歩を進める

好機ではないか，と。

翌79年２月，日本側だけの研究会で史料室の素案（付録資料１）が論ぜられ，５月の第２回日米合同

研究会，第７４，７５回の両基研研究部員会議の諒承を得て，USJCprOjectの終った７９年８月１日より，
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表1．湯川記念館史料室（ＹＨＡＬ）縁起

ResearchMeetmgof 

USJCPrOject：ＰＡＲＴＩＣＬＥＰＨＹＳＩＣＳＩＮＪＡＰＡＮ，1930-1950 

（atRIFP；9.12-9.14；ＵＳｓｉｄｅ：ＰｒｏｆＬＭ・ＢＲＯＷＮ，Northwestern）

ＴｈｅｌｓｔｐｒｏｐｏｓｉｔｉｏｎｏｆＡＲＣＨＩＶＡＬＬＩＢＲＡＲＹ、

USJCResearchMeetmg 

（atRIFP;2.14-2.15；onlyJapaneseSide） 

湯川記念鮪史料室案検討：湯川記念館史料室（仮称）設立要綱（案）

÷"TentativeP1anfortheEstablishmentofArchivalLibrary，ＹｕｋａｗａＨａｎ， 

1９７８．９．１４ 

1９７９．２．１４ 

ＫｙｏｔｏUniversity'’ 

第７４回基研研究部員

（第74回基研研究部

USJCResearchMe 

(atRIFP；５．１４－５． 

会議：議題１３場川記念館史料室開設案

員会議々事録，議題13,ｐ､２２；〔資料１，ｐ､232〕）
VL-＿ 

ｅｔｍｇ 

ｌ６；ＵＳＳｉｄｅ：BROWN，南部）←薑

3．２ 

5．１６ 

第７５回基研研究部員会議：議題１３－２（第７５回研究部員会議々事録ｐｌ２）

USJCPrqject終了

史料室発足

第１回史料室準備委員会~牧二郎・小沼通＝（京大基研）
田中正・町田茂（京大理）

史料室組織・委員人選・財源
井上健・徳岡善助（京大教養）

史料捜査("在庫調べ，'）河辺六男（大阪医大教養）

第２回史料室準備委員会

委員追加：川合葉子（京大教養）

湯川史料発見Ⅱ

中間子論第１，Ｌｕ，Ｗ論文原稿計算類確認１

第３回史料室準備委員会

湯川→史料寄贈承諾

第１回史料室会議

史料の整理・保管・閲覧方式の検討

第２回史料室会議

史料閲覧に関する規定，等

第３回史料室会議

錘湯川記念館史料室内規案,，，駁同利用規定案”検討

史料整理様式：FneCode，CardFormat，etc･決定

第７６回基研研究部員会議：議題１７－２：湯川記念館史料室内規案

史料室内規基研協議員会決定（4.1より施行）〔資料２，ｐ鰯233〕
委員追加：佐藤文隆（京大基研）
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場川記念館史料室を発足させる運びとなった。夏休みあけに史料室の組織・運営・財源を検討するため，

基研周辺の関心のある人たちで第一回史料室準備委員会がもたれた。準備委員の人選は，財源皆無の下で，

ともかく集り，実際に動いてもらえるような人たちに限られたことをお断りしておきたい（観点を変えれ

ば，voluntaryな活動を強要されたとぼやかれるかもしれない）。

第１回準備委員会の空気は御義理にも活溌と言えたものではなかった。さきに湯川先生に中間子論関係

の計算・草稿の類の行方をうかがった折には，にべもなく「ない」と首をふられたし，今までに公表され

た日本側中間子論資料は，あらかたUSJCprOjectの期間中に文献カードが作製ずみであり，実質的な

作業として考えられるのは，史料室の運営管理に格好をつける以外，Brown教授の要望に沿って縦のも

のを横にする憂鯵な仕事くらいしかないのではないかと，委員一同等し<思っていたからである。しかし

湯川先生が研究資料を阪大から京大にもってこられたにはちがいないから，保存すべき資料の「在庫調べ」

をともかく試みてみよう。基研の中は当面散逸のおそれはないが，湯川先生が以前所属しておられた京大

理学部物理学教室は重要捜査個所だろう，ということでお開きになった。

教室の古老たちをあたり始めた田中正氏が，図書室の慈道佐代子さんから耳寄りな話を聞きこんだ。か

って物理学教室図書室が移転したとき，各研究室からも段ボール箱が多数新図書室に運びこまれたが，末

整理のまま書庫の片隅に俟をかぶっている数箱が，たしか１日湯川研からのものだったようだ，というので

ある。田中氏は，古い書物の間に湯川先生の私物らしい資料があることを認め，早速筆者の一人(Ｍ､Ｋ､）

に電話してきた。直ぐに図書室に行き箱をあけてみると，京都大学の蔵書印のある古い書籍の下に，中間

子論第１論文から第Ｗ論文の計算・原稿を始めとして，学会講演や研究室コロキウム報告の原稿等がぎっ

しり詰めこまれているではないか！

この朗報は翌日の第３回準備委員会に報告され，一同の気勢大いにあがったことはいうまでもない，次

回の会合をお手盛で「第１回史料室会議」としてしまったものである。これらの原稿類は，以前に物理学

教室で偶然発見され，湯川先生の下にとどけられていた｢研究室日誌」（1938-1948)も含めて?)史料

室に寄贈してくださることになり，この後の「史料室会議」では，整理方法の手さぐりが続けられるのだ

が，それは第３節で語ることにしよう。組織面では，基研内規としての「湯川記念館史料室内規」の草案

が討議され，第７６回基研研究部員会議に提出された後,８０年３月基研協議員会決定を見た（付録資料２)。

ここに８０年４月１日から基研内規に基く「湯川記念館史料室」となり，また「史料室内規」に従う，基

研所長を委員長とする「史料室委員会」が，３回の準備委員会と５回の史料室会議の転生として，史料室
の管理運営に当ることになった。

史料室所蔵の資料閲覧のための「利用規則」および「利用申込」の邦文・英文両様のformatが,第４回
史料室委員会で決定された（付録資料３ｐ､234および次項目，ｐ,240).それらは，湯川先生御寄贈の際

の「あまり宣伝しないでほしい」という御意向と，公表論文ではなくすべて原稿段階のprivateなもので

あることとを，考慮に入れた結果であることに十分留意いただきたい。

scientificarchivesの収集保存は，この国の物理学百年にして，commumcationのglobalな拡大と

迅速化を背景に，われわれが当面することになった問題といえるだろう。その利用も十分な節度をもって

行われねばなるまい。場合によっては，本人の遺志や関係者への顧慮などから，われわれは次の世代に引
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継ぐだけに終らねばならぬことも起ってこよう。だが禁欲的でなければならない。そうでなければ，自然

科学史料保存という伝統の育成定着に協力を得ることはできない。故坂田昌一先生の「Physicist三悪」

に倣えば，「Historian三悪」は

（１）まごびき－Requoting

（２）ふくらまし－Paraphrasing

（３）でばがめ－Peeping

とでもなろうか。低俗な興味本位の内幕曝露を歴史的事実と強弁するのは，Historian失格でしかない。

２．欧米Archives回覧実記

これより前の１９７９年の夏の初め，ＵＳＪＣＰｒＯｊｅｃｔ“ParticlePhysicsmJapan，1930-1950,,が

最終段階に近づいていたとき，筆者の一人（ＭＫ.）は，欧米の諸研究所を歴訪する機会を得た。このと

きに，限られた時間であったが各地のArchivesを見せてもらった。ヨーロッパでは，夏は研究所を訪ね

るべき時期ではない。すでに休暇をとって留守の人たちもいた。それでも，生み出そうとしている物理学

史の資料センターのイメージの構想に有益な知見を広めることができた。

訪ねたArchivesは，

SanePauli，ＣＥＲＮ， 

NielsBohrArchive，NielsBohrlnstitute，cope血agen，

CenterforHistOryofPhysics，AmericanlnstituteofPhysics，ＮｅｗＹｏｒｋ 

“HistoryofAccelerator，,Ｒｏｏｍ，Library，FelmiNationalAcceleratorLaboratory， 

OfficeforHistoryofScienceandTechnology，Univ、ofCalifornia，Berkeley、

である。

ＣＥＲＮの図書室の近くにあるSanePaunは，ＣＥＲＮ所長から事前に書面による許可を得て入室が

許される。まず大版の古風なノートに記帳を求められたが，日本からの訪問者の名前もすでにいくつか記

されていた。手前の部屋の耐火ロッカーの中には，手紙，講義ノート，写真，原稿などが納められ，奥の

部屋の書架にはPau、の所有していた書物がならべられている。物理の本に限らず，心理学の本などもみ

られた。ここの目玉である“PauliLetterCollection”には，Pauliが受取ったもののほかPauⅡ夫人と

NBohr，Ｒ、Kromg，Ｖ・EWeisskopfが連名で全世界によびかけて集めた，亡きＰａｕｎの手書きの手

紙が多数含まれている。訪問時には３巻の書簡集刊行が準備されているときいたが，これまでに第１巻が

刊行されているZ）

ＣＥＲＮ訪問は，Geneveにおけるヨーロッパ物理学会高エネルギー物理国際会議の機会であったが，

その後ＤＢＳＹに立寄ってからCopenhagenに回った。

NielsBohrlnstituteのABuilding最上階にはNielsBohrArchiveがある。ここの資料のリス

トは，Thomass・ＫｕｈｎたちがまとめたSozl7cesん７肋ｔｏ〃。／QzJα"tzmzPhysics8)に含まれてい
る。さらにBohrの未完成原稿まで含めて全著作を刊行しようとの計画が進められており，すでに４巻ま

で刊行された!)NielsBohrlnstituteを訪問中に，日本から全く予想外のTelexを受取った。「朝永先



湯川記念館史料室私記-227-

生没……」。そこですぐに日本への弔電の準備などをしていて，翌日ＮｅｗＹｏｒｋに飛ぶ予定との関係

で，NBohrArchiveのＤｒ、ErikRiidmgerと会いそこなってしまったのは残念であった。

ＮｅｗＹｏｒｋでの訪問先の一つは，AmericanlnstituteofPhysicsのCenterforHistoryofPhys‐

icsであった。国連近くのＡＩＰの中のCenterでは所長のＤｒ、SpencerRWeartや副所長のＤｒ・

ＪｏａｎＮ,Warnowが案内してくれた。くわしい説明を聞いた上，われわれが作ろうとしている湯川記念

館史料室について示唆と激励まで受けた。

このCenterの中心は１９６２年９月に設立されたNielsBohrLibraryである。ここには，寄贈と購入

によって約１万点の資料が納められている。その内容は，出版物だけでなく，物理学者の手紙・ノート・

原稿など，そのほかに物理学者へのインタビューの録音テープとそれをおこした記録，写真，世界中に保

存されている物理学史資料の目録などに及んでいた。この中には，さきに述べたSozl7ces／ｂｒ肋ro〃

OfQZJα"、、肋ySiCS8)のマイクロフィッシュも含まれている。

写真の収集の例として，この年1979年に生誕100年を迎えたEinstemの場合をみてみよう。ＡＩＰの

Centerは，600枚を超えるEmstein関係の写真とその説明，所在と所有権の情報まで含めた冊子を発

行したＩＣ）Centerには,記念行事の計画者たちから，写真の提供依頼が続いている。ＡＩＰの方法は
pictorialmaterialの整理のひとつの範型となるものであろう。

さらにCenterは，PrincetonのInstituteforAdvancedStudyのsponsorの下で，１８枚からな

るEmstem10O年記念展示用パネル'1)を作製し販売と貸出しをおこなっていた。当時すでに全世界の,00
か所ほどの大学，科学博物館などが購入し，６０部の貸出し用パネルが全米各地で展示されているとのこ

とであった。

このセンターでは，所長・副所長のほかに５人のスタッフが働いており，その中の２人はLibrarian，

１人はAdmimstrativeAssistantである。（あとの２人についてもきいたのだが，メモが不完全でわか

らない）

これらの活動の財源は，ＡＩＰから年間＄120,000,各種財団の援助，TheFriendsoftheCenter

forHistorｙｏｆＰｈｙｓｉｃｓを通した個人からの寄付約＄15,000件によってまかなわれており，そのほか

に平均して年間２～３件の補助金が出ているとのことであった。

WeartとWarnowは，利用手続を説明してくれ,科学資料保存の重要性と方法を説明したパンフレッ

トをくれた:2）これは，われわれが史料室の活動方針を決めていく上で大いに役立った。

さらに，活動の規模も，人数も財源も，発足時は小さく手弁当であったが，実績をつみ上げるとともに

拡大してきたことを語り，人手も予算も見通しのないわれわれを激励してくれた。

なお，ここからは不定期刊の“Newsletter，，を年２回のペースで発刊しており，センターの活動のほか

物理学史研究の情報誌の役割も果している。希望者は無料で入手することが可能である。

このあと，日米科学協力研究のため，Chicagoにしばらく滞在していた間に，Fermnabの図書室の

－偶にある“HistoryofAccelerator,,ｒｏｏｍも見る機会があった。ここでは，Ｄｒ・LmianHoddeson

が中心になり，収集分析をおこなっていたが，加速器に関することはすべて，新聞のきりぬきまで完全に

集めようという方針でやっていた。
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Ｚ）(:の訪問地Berkeleyでは，Ｊ・LHenbronを中心にしたOfficeforHistoryofScienceandTech

nologyを訪ねた。丁度八木江里，辻哲夫の両氏も滞在中であり，たいへんお世話になった。Berkeley

では，このほか，BanckroftLibraryにも，物理学史資料が大量に集められている。

Heilbron氏は，史料センターのsUpervisorはprofessionalであるべきだし，管理維持にはLibrari-

anが当るのが望ましいと語った。さらにcoverageは，できるだけ広くとるべきこと，カタログには可

能な限り簡単なコメントをつけておくのがよいこと，などを経験を含めながら忠告してくれた。

ここでの最大のcollectionは6000人の物理学者の50万通におよぶ手紙の情報であり，カード式のリ

ストのほか，BWheatonがデータベースを作りつつあった。これだけの手紙を集めるために，staffを

各地に派遣してきたが'京都・東京にもやってきたF1orenceChang女史に再会した。彼女はparttime

assistantとして働いていた。

ここでは，冊子体のBerkeleyPapersinHistoryofScienceも刊行している。最初の数冊は，代表

的物理学者のnon-technicalwritingsのデータに関するものであり，Ｍ、P1anck,Ｗ､ＨａｎｄＷ､Ｌ

Ｂｒａｇｇのものが既に刊行され,ERutherford'の分が編集中であった:3）
これらの訪問を通じ，各地のArchivesの歴史と現状そして将来への抱負をきくことができ，各センタ

ーの利用手続きも知ることができたのは，われわれが湯川記念館史料室の構想をまとめていく上に有形無
＊ 

形の影響をご与えること大であった。

１
１
１
 

３．ARCHIVIST手習い

さてわれらの「段ボール宝箱｣中の湯川文書には,大別して，論文題名が墨書された大型封i笥（一度用を

勤めた）で仕分けされたものと，執筆年度と内容に従って分類し綴込まれたｍｅｓとがあった。使われて

いる紙の質は様々で，横罫Ａ４判程度の大阪帝国大学用菱から通常の原稿用紙，複写用の薄いタイプ用紙，

等々’はては大阪帝国大学試験用紙まであった。とりわけ計算の大部分は藁判紙が使われ，一寸乱暴に扱

ったら，こなごなに砕けてしまうほどに焼けている部分もあった（思えばもはや半世紀近い昔に書かれた

ものである）。しかもそれが物理学史の超一級の資料ときている。そんな代物を一体どのような形で保存

し，どのようなｓｃｈｅｍｅで整理し，またどんな具合に閲覧利用できる状態にもちこむか？７９年後半か

ら８０年初頭にかけての討議の時間の大半がこの問題に費されたといってよい。

こういったarchivesの取扱いの基本の手ほどきを簡単に授けてくれそうな行き先も一寸見あたらない。

加えて予算ゼロというやるせないconstramtもある。どだいarchivistなるものがこの国の科学史学界で

完全な市民権を得ているとは思われない現状では，自らが開祖となって，「新陰流」ならぬ「新我流」を

編み出すよりない。唯一のたのみは，７９年夏ＡＩＰの物理学史センターからもらってきた－小冊子12)であ
った。

資料保存の上で史料室委員会が置いた原則は次のふたつである。

＊ParisのIntcmationalSymposiumonHistoryofParticlePhysics(82年７月)で得た情報では，Ｒｏｍｅ大学物理学
教室にも史料センターが開設さ札EAmaldiを中心に，量子力学の発展に対するイタリア関係資料の収集整理が始

められた。（校正時追記）



湯川記念館史料室私記-229-

〔保存則Ｉ〕原資料はビニール袋に入れ，紫外線と湿気とを遮断して保存する。

この処置は，８０年５月のＦｅｒｍｉＬａｂの会に出席された早川幸男教授を通じて得た，ＡＩＰ物理学史セ

ンター副所長Ｊ・ＮＷａｍｏｗのsuggestionと一致するものであった。（この原則の具体化には市販の

Ｂ４判クリア・ファイルを使うことになった。話が細くなるが，収納の際資料のゼム・クリップやホッチ

キス針は取除いておいた方がよい。鉄銃は湿気を招き資料を汚染する元兇である）。保存則Ｉより

〔保存則Ｉ〕資料閲覧には原則としてXEROXcopiesを当て，またその他に複数のcopiesを作っ

て，別々の場所に保存する。

これは原資料へのaccessの完全禁止を意味するものではない。一律に無表情に規格化されたXEROX

COpieSではなくOriginalSから受ける深く多彩なimpressionは，史家の想念をはばたかせる源泉のひ

とつだからである。保存則Ｉの後半は，たとえ天変地異が起ろうと，何とか１ｃｏｐｙだけでも生き残らせ

ようとの皮算用である。ただしそれらcopiesは保存用だけのもので（保管場所は史料室委員所属の研究

機関から選ばれた），閲覧用には，史料室の窓口を通じ，史料室のそれだけが供せられる。

資料の整理にあたっては，（ＡＩＰのbookletに従って）まず何よりも

〔整理則Ｉ〕原著者が置いた資料の順序を絶対に乱さず，かつ記録する

ことに徹した。その根拠は，原配列には原著者の何等かの意図が反映されているはずだ，というところにあ

る。勿論，原著者の非作為的な手ちがいとか，整理を考えながらそのままにされてきた場合とかが，混在

している可能性は十分考えられる。しかし手ちがいや放置が明らかと思われるときでも，それは原順序に

対する整理者の注の形で付記し，資料群の配列の解読は研究者一人一人に新しいchallengeとして残さ

れるというのである。われわれの脳裏には，たとえばKeynes，CoUection中のNewton草稿のHeri-

velによる年代決定)4)ＡＩＰ物理学史センター所長Weartから聞いた,原配列を混乱させたため資料価

置を失った具体例があった（一方，湯川文書の最初の整理という責任と労力とを僅かなりとも軽減した

いとのひそかな願望が，amateurarchivistsどもの胸中に巣くっていたことは弁解しない）。

同じ精神から

〔整理則Ｉ〕原資料に記されていた主題名（subject）と，整理の便宜上整理者が付けたそれらとは，

明確に区別する

ことにした。各資料ユニットの内容を簡潔に示す主題名は，検索上からも望ましいものであるが，原著者

によるそれが，とくに計算の類では付けられていないことが多い。このような場合に付けた主題名をはじ

め，英訳文その他整理者の手になる注釈は一切，角括弧に挾んで示すことにした。それらはすべて便宜上

のものである。資料利用者は角括弧内はすべて白紙として検討していただきたい。そこに思いもかけぬ関

連が見出され，原著者の真の心象が浮び上ることがあるかもしれない。

C1assifIcationschemeにおける資料のｃｏｄｅnumberには，ローマ字数字混合の９個の文字を使う

ことにした（YHAL-ResoUrces,HY-IC1assificationscheme参照）。最初の３文字（１ローマ字２

数字)のblockで資料の出所を表し，真中の３数字でつくるblockでは原著者による配列の順を示し,最後

の１ローマ字２数字から成るｂlockによって資料の種別を語らせようとの心算である。更にその後に付加

して資料の内容を示す省略記号（ローマ字２文字）を準備した（CfYHALResources,Abbreviations
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andNotations）。

例：ＥＯ１１００ＰＯ１ＭＰ

封筒１番に入れてあり（ＢＯｌ），上から“10番目，，にあった（100)，中間子論第一論文（ＰＯｌ）

に関する論文原稿(ＭＰ)。

〔湯川史料中，物理学に関する論文（ｐ＊＊）の番号は，“HidekiYukawa，ScientificPapers，,，

Partl（岩波，１９７９）のそれに合せた。〕

例：ＦＯ１０３０ＴＯ２ＭＴ

ＦｉｌｅＮｏ､１（ＦＯ１）の“３番目，，に綴じ込まれていた（０３０），講演第２番（TO2)の，講演原

稿（ＭＴ)。

このｃｏｄｅｎｕｍｂｅｒの選定が，われわれがまず扱うことになった湯川文書の内容に，少くとも部分的に

は，依存していることは否定しない。史料室が湯川史料以外の他の物理学者のそれも扱うようになったら，

最小限ローマ字２字を上の９文字の前につけて識B1jすることが必要になろう。この処方で形式的には２６２

＝676人に関する史料が仕分けできることになる。

また別のcategoryに属するｃｏｄｅｎｕｍｂｅｒも準備しておかねばならない。ひとつの具体例は湯川日記

である。この「研究室日誌」はＢ５判くらいの横罫ノート１５冊（第二次世界大戦中の粗悪な紙質のもの

も混じる）から成り，1938年４月２１日から1948年９月１５日までの期間をcoverする（ＮＯ１０１０

ＤＯ１～Ｎ１５０１０Ｄ１５）。「研究室」とは題してあるが，これらのノートは学会その他出張の際に

も常に先生と行を共にした模様で，簡潔ながら委細を尽した記事は，先生の細心綿密な－面をうかがわせ

てくれるが，privateな`性質の事柄から和歌の下書きまで散見され，私的な日記の役割も兼ねている。そ

こで湯川先生の御諒解の下に，日誌記事中中間子論の発展に直接関連があると史料室委員会が判断した部

分だけを，ｃｏｐｙ編集して閲覧用資料の形にまとめることにした。他の資料からも特定の主題について史

料室が抜粋編集し，閲覧の便宜をはかることは当然予期される。こういった史料室編の資料類はｃｏｄｅ

ｎｕｍｂｅｒ 

ＥＤＴ＊＊＊ 

を与えることにした。後半の３個の数字は編集番号である。このｃｏｄｅnumberは，その与え方から推測

される通り，まったくConventionalなもので，将来多数のＥＤＴ資料ができたときには，更に細い分類

を行うことがあり得るのを予想している。

同様な性格のｃｏｄｅｎｕｍｂｅｒには，

ＰＣＴ＊＊＊ 

すなわち絵画資料（pictorialmaterials）に対するそれがある。８１年１０月の追`庫講演会における展示パ

ネル１８枚はこのitemの第一号である（ＰＣＴＯ１０）。史料室は湯川家その他の御協力によって湯川

先生に関係する写真約300枚を，戦前・戦中・戦後に大別し，撮影日時の同定までほぼ完了している。こ

の項目には，実験家の場合なら概略図（sketches)や工作図（shopdrawings)なども含められるだろうし，

ｌ 
Ｉ 
ｌｌ 
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今後一番考慮されねばならぬsourＣｅはvideotapesであろう。

また講演・講義・intelviewの録音tapesは

ＡＤＴ＊＊＊ 

の下に整理される。

ＰＣＴ及びＡＤＴ資料は，そのｃｏｄｅｎｕｍｂｅｒで特定の個人または集会を同定し，その中での資料の

細分は，採録された年月日をそのまま使うことにすれば多くの,情報を一時に与えるのではないかと思える

が，まだ最終的な方式の決定を見ていない。

ｃｏｄｅnumberの選定はどうしても取扱う資料に依存するように思える。むしる資料に応じて最ﾉ1,の記

号で最大の情報量を与えるような方式がそれぞれ開発されるべきでないかと思う。そして資料の蕊浬を進

めてゆくうちに，最初十分に網を張っておいたつもりでも，十中八九手なおしの必要にせまられるにちが

いない。このとき根本的な改訂を行うなら，それまでの作業を今一度繰返すと同等の労力を強いられる。

してみるとclassificationschemeはできるだけ僅かな変更で不測の事態に対応できるflexibnityを具

えていることが肝要になる（番号づけも，後から挿入ができる，computerのprogramingでの行番号の

方式を採っておいた方がよい）。これはamateurarchivistsの貧しい体験からする，行を改めて書くに

は気恥ずかしい経験則である。

さて史料室は発足以来，まず中間子論関係の資料に集中するというstrategyを採った。「段ボール宝

箱」の内容は，ｃｏｄｅnumberの第３ｂlockに用意した文字に見られる通り多岐にわたっていたが，第

一次目標を，中間子論第１論文から第Ｎ論文までの計算と草稿およびそれらに直接関係する資料の整理，

に置いた。それが完全に達成されたとはまだまだ言い難いが，８２年５月までに何とか恰好のついた分の

目録を，「YHALRESOURCES，ＨＩＤＥＫＩＹＵＫＡＷＡＩ」として，本号に併録することにした。

４ＹＨＡＬ覚え書

1980年３月には，われわれは日本物理学会年会（早大）において「中間子論の誕生一湯川記念館史

料室の発足に当って」と題し,物理学史分科の特別講演をおこなった35）これは湯川史料についてのはじ

めての公表であった。国外には，早川幸男氏がFelmnabでおこなわれた素粒子物理学史国際シンポジウ

ムで招待講演をおこなった中で,湯川史料を始めて公開した36）このシンポジウムにあわせて,Fermnab

では‘`MemorabniaofFiveDecadesofParticlePhysics,,と題する展示会を，1980年５月から７月

まで開いたが，ここに中間子論第一論文手書き原稿が出品され性目を集めた。史料室の最近までの活動は，

1982年３月の日本物理学会分科会物理学史シンポジウムでも報告をおこなった:7）

時間は前後するが，1981年９月には湯)１１先生急逝という事態を迎えた。史料室は，湯川史料の箭垂を

防ぐため，基礎物理学研究所の先生のお部屋と御自宅の資料の保存について,湯川スミ夫人に御理解と御

協力をお願いし，御快諾を得た。

基研では，１０月末に追悼の講演会と展示会をおこなうことを計画したので，史料室は，多数の周辺の

研究者の協力を得て，１８枚のパネル「淵ll秀樹1907-1981」を作製した18)この際Emsteinの生誕
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100年にAmericanlnstituteofPhysicsが作製し,日本でも展示されたﾊﾟﾈﾙが大いに参考になっ圏

作製したパネルは，1982年３月に基研で開かれた湯川博士追悼シンポジウムの際にも展示されたほか，

各地に貸出された。

パネル作製の機会に，写真の積極的収集もおこなった。物理学史に関する写真は，すでに述べたとおり

ＡＩＰのCenterforHistoryofPhysics，ＣＥＲＮのSallePauliなどに多数集められている。湯川記念

館史料室にも，貸出し，コピーの申込みが多く，現在，約300枚の写真を所有している。

さらに昨年秋以来おこなってきた史料室の活動に，湯川秀樹著作目録の作成があげられる。書籍になっ

ているものをとりあえず調査した結果，219冊を数えたので，これも本号に掲載することにした。国

湯川記念館史料室は，湯川史料を中心に据えて，関係する現代物理学史の資料にも手をひろげつつある。

今後東京にある，仁科・朝永資料，名古屋にある坂田資料そして諸外国の現代物理学史資料の諸センター

と協力して，活動をつづけていくことになるであろう。

とくに，1978年から１年間おこなった日米科学協力研究にひきつづく共同研究を1983年からおこない

たいとの希望もあり，1985年８月には，中間子論５０年記念素粒子物理学史国際シンポジウムの開催も計

画されはじめている。

関心をもたれる方々の御協力をぜひお願いしたい。

付録Ｉ

囮資料１

ＴＥＮＴＡＴＩＶＥＰＬＡＮＦＯＲＴＨＥＥＳＴＡＢＬＩＳＨＭＥＮＴＯＦＡＲＣＨＩＶＡＬＬＩＢＲＡＲＹ， 

ＹＵＫＡＷＡＨＡＬＬ，ＫＹＯＴＯＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ 

［１］ＮＡＭＥ： ＡＲＣＨＩＶＡＬＬＩＢＲＡＲＹＹＵＫＡＷＡＨＡＬＬＫＹＯＴＯＵＮＩＶＥＲＩＳＴＹ 

(tentative)． 

[２］ＰＵＲＰＯＳＥ： TomsurethatthehistoricaldocumentsandsourcesofJapaneseresearch 

worksandactivitiesinMesonTheoｒｙａｎｄｏｔｈｅｒｓａｒｅｗｉｄｅｌｙｃｏＵｅｃｔｅｄａｎd 

preselved 

Toconduct，encourageandhelpmakepossiblescholallystudiesthatwnl 

contributｅｔｏｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇｏｆｔｈｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅntof20thcenturyphysics・

TｈｅｐｒＯｊｅｃｔｏｆｔｈｅＬｉｂｒａｒｙｉｓａｓｆｏｌlows： 

1）Programtolocateandarrangeforpreservationofhistoricalsource 

matelialsmJapanesescientificwolksandactivitiesingeneral． 

[３ｌＰＲＯＧＲＡＭＳ： 
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２）Pubncationandexhibitsofthecatalogofarrangedhistoricaldocumeｎｔｓ 

ａｎｄｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｓｔｕｄｙｏｎｈｉｓｔｏｒicalscience、

３）CommunicationofhistoricalmfOnnationtothepublicbyprovidmg 

resources，servicesofrecopyandotherhelps、

４）Internationalcommunication、

５）Serviceforstudyofhistoryofphysics、

６）Otheractivities（pubUclectures，ｓｙｍｐｏｓｍｍ） 

ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ 

1）Committee（～１０members，mcludmgchairman） 

2）Researchersappointedbythecommittee 

3）AdvisoryCommittee（memberappomtedbythechairman） 

4）SecretarialstaffM1-2members） 

[４］ 

[５］SOMEBRANCHESoutsideResearchlnstituteforFundamentalPhysics，Kyoto， 

Japan 

[６］ＦＩＮＡＮＣＩＡＬＦＵＮＤＳ（uncertamatpresent） 

[７］（Expected）COOPERATION 

…WithDepartmentofPhysics，KyotoUniversity；ＹｕｋａｗａＭｅｍｏｒｉａｌＲｏｏｍｏｆＯｓａｋａＵｎｉｐ 

ｖersity，SakataArchivalRoomofNagoyaUniversity,NishinaFoundation，IjbraryofPhys・

ＳＯＣ、Japan，andotheIs．

函資料２

京都大学基礎物理学研究所湯川記念館史料室内規

（昭和55年３月３日協議員会制定）

第１条京都大学基礎物理学研究所に，湯川記念館史料室（以下「史料室」という。）を置く。

第２条史料室は，中間子論その他の基礎物理学の研究活動及びその成果に関する歴史的史料，図書，文

献等を収集，整理保存し，学内外の研究者の利用に供する。

第３条史料室に，その運営に関する事項を審議するため，史料室委員会（以下「委員会」という。）を

置く。

第４条委員会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

－基礎物理学研究所長（以下「所長」という。）

二基礎物理学研究所の教官のうちから所長の命じた者若干名

三前２号以外の京都大学の教官のうちから所長の委嘱した者若干名
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四学外の学識経験者のうちから所長の委嘱した者若干名】

２前項第２号から第４号までの委員の任期は，１年とし再任を妨げない。・

第５条委員会に委員長を置き，前条第１項第１号及び第２号の委員のうちから委員会において選出する。

２委員長は，委員会を招集し，議長となる。

３委員長に琴敬があるときは，あらかじめ，委員長の指名する委員がその職務を代行する。

第６条前３条に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が定める。

第７条この内規に定めるもののほか，史料室の利用その他必要な事項は，別に定める。

附則

この内規は，昭和55年４月１日から施行する。

１ 
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京都大学基礎物理学研究所湯川記念館史料室利用規則

’ 
第１条この規則は，京都大学基礎物理学研究所湯川記念館史料室内規（昭和55年３月３日制定）､第７
条の規定に基づき，基礎物理学研究所湯川記念館史料室（以下「史料室」という。）の利用について必

要な事項を定めるものとする。

第２条史料室において保管する資料を利用することのできる者は，次のとおりとする。

－基礎物理学研究所(以下｢研究所」という。）の職員

二研究所の図書閲覧票の交付を受けている者

三その他特に史料室委員会（以下「委員会」という。）が適当と認めた者

第３条史料室は，次の各号に掲げる閉室日を除き，毎日９時から，１６時30分まで（土曜日にあっては，
１２時まで）開室する。

一日曜日

二国民の祝日（国民の祝日が日曜日に当たるときは，その翌日）

三本学創立記念日（６月１８日）

四年末年始（１２月２９日から翌年１月３日まで）

２史料室の運営上必要があるときは，前項の規定にかかわらず，臨時に史料室の閉室又は開室時間の

変更をすることがある。

第４条資料の利用は，閲覧を原則とし，貸出しは行わない。特に複写を希望する場合には，別紙様式に
よる申請を提出するものとする。

第５条委員会が特別に指定する資料については，これを利用しようとする者は，予め別紙様式による特
別閲覧許可願を委員長に提出し，委員会の許可を受けなければならない。

術
１
１
１
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第６条この規則に定めるもののほか，史料室の利用に関し必要な事項は，委員会が定める。

附則

この規則は，昭和５５年６月２８日から施行する。

－２３５－ 

湯川記念館史料室資料特別閲覧許可願

1．申請者氏名

所属機関名・職名

所在地及び電話番号

自宅住所及び電話番号

2．利用資料名，カード番号

3．利用目的〔なるべく具体的に記入して下さい〕

4．利用期間〔二週間を超えることはできません〕

年月日より年月日まで

申請者は資料の利用に際し，史料室利用規則ならびに史料室委員会の指示に従うほか下記の条項を守り

ます。

1）資料は学術上の目的以外には利用しない。

2）史料室委員会の書面による許諾なしには，資料のいかなる部分をも他に引用しない。

3）学術的見地から正確を期する必要のある場合を除き，資料の内容をいかなる形でも原典以上に敷桁し

ない。

4）資料の複写物（手書きによる複写を含む）は，史料室委員会の許諾なしにはこれを第三者に入手せし

めない。

５）資料の利用によって書かれた申請者（共著者のある場合を含む）の論文あるいは著作が出版された場

合には，それぞれ二部ずつを史料室に寄贈する。－

６）申請者は資料の保全に責任を負う。

以上の通り誓約しますので，資料の特別閲覧を許可下さるようお願いします。

年月日

⑳ 申請者（自署）

湯川記念館史料室委員会委員長殿
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湯川記念館史料室史料について書かれた論文リスト

「中間子論誕生の歴史的資料の発見」

小沼通二自然1980年１０月号

「日本における中間子論の発展」

早川幸男自然１９８０年１０月号

“DevelopmentofMesonPhysicsmJapan，, 

早川幸男Ｗ２ｅ肋的ｏ／ＥＪｅｍｅ"Z、′Ｐａ７がｃＩｅＰ/z〕'８伽’930-1950.”Ｅｄ・ｂｙＬ.Ｍ・

BrownandLHoddeson（CambridgeUmv、Press，tobepublished）

「湯川史料からみた中間子論の周辺」

小沼通二自然１９８１年１１月増刊号

「朝永ｖｓ・湯川」

亀淵迪朝永振一郎著作集月報(2)．ｐ､３（みすず書房，１９８２）

「中間子論と宇宙線」

早川幸男科学1982年２月号

「中間子論の誕生」

河辺六男・小沼通二日本物理学会誌1982年４月号
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